
       

 

今月のことば 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

九州大谷短期大学名誉教授で真宗の僧
侶、宮城顗さんの言葉です。大切な方
の存在が私たちの中に生きていく。 
その姿や、言葉や景色が私に、はたら
きかけてくれているのを感じます。 

 

住
職
法
話
「
阿
弥
陀
仏
の
光
明
」
正
信
偈
よ
り 

 

光
に
対
応
す
る
も
の
は
何
で
し
ょ
う
か
。
陰
だ
と
か
闇
だ
と
か
そ
う
い
う
も
の
だ

と
思
い
ま
す
よ
ね
。
し
か
し
、「
阿
弥
陀
の
光
」
に
対
応
す
る
の
は
「
私
」
な
の
で
す
。

照
ら
す
の
が
「
阿
弥
陀
の
光
」。
そ
し
て
照
ら
さ
れ
る
の
が
「
私
」。
正
信
偈
に
は
様
々

な
光
の
形
が
書
か
れ
て
い
ま
す
。
私
た
ち
は
す
で
に
こ
の
光
に
照
ら
さ
れ
、
こ
の
光

の
輝
き
を
現
に
蒙
っ
て
（
こ
う
む
っ
て
）
い
る
の
で
す
。
夏
の
こ
ど
も
の
つ
ど
い
で

は
こ
の
同
朋
会
に
参
加
さ
れ
て
い
る
方
々
に
ご
助
力
い
た
だ
い
て
、
昔
の
子
ど
も
た

ち
の
様
子
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
私
た
ち
は
私
た
ち
の
知
ら
な
い
世
界
を

聞
く
こ
と
で
も
う
一
度
自
分
の
世
界
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
の
光
の
形
は
そ

の
こ
と
を
教
え
て
く
れ
ま
す
。 

前
住
職
法
話
「
善
人
な
お
も
て
往
生
を
と
ぐ 

い
わ
ん
や
悪
人
を
や
」 

あ
ま
り
に
も
有
名
な
こ
の
言
葉
で
す
が
、
大
変
誤
解
さ
れ
や
す
い
言
葉
で
も
あ
り

ま
す
。
こ
れ
は
こ
の
「
善
人
」「
悪
人
」
の
捉
え
が
宗
教
的
な
捉
え
と
一
般
的
な
捉
え

で
隔
た
り
が
あ
る
た
め
だ
と
思
わ
れ
ま
す
。
世
間
的
に
は
「
善
人
」
と
は
道
徳
的
な

人
、「
悪
人
」
と
は
品
行
の
悪
い
人
だ
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
親
鸞
聖
人
の
お
っ
し
ゃ
る

「
善
人
」
は
自
力
作
善
の
人
。
自
分
の
力
で
往
生
で
き
る
と
考
え
る
人
の
こ
と
で
す
。

そ
れ
に
対
し
て
「
悪
人
」
と
は
他
力
を
頼
み
奉
る
人
。
自
分
の
力
で
は
往
生
で
き
な

い
と
自
覚
し
て
い
る
人
の
こ
と
で
す
。
こ
の
、
自
分
で
は
で
き
な
い
「
悪
人
」
と
い

う
自
覚
の
と
こ
ろ
に
信
心
が
あ
る
の
で
す
。 

  

ぼうもりのひとりごと 

秋彼岸に入った途端、気温がさ

がり過ごしやすくなりました。

身体も動きやすく、気持ちも前

向きになったように感じます。

こうなってみて初めて、いかに

夏の気温が異常だったのか、息

がし辛い中で生活していたのか

と気づかされます。気温だけで

なく生き辛い状況になっている

とき、当事者が気づくのは難し

いのだろうと考えたりしました 

 

十
月
同
朋
会
（
第
二
土
曜
日
） 

十
月
十
一
日 

時 
 

 

午
後
一
時
か
ら
三
時
半 

内
容 
勤
行 

報
恩
講
練
習 

法
話 

住
職 

「
正
信
偈
」
よ
り 

前
住
職
「
歎
異
抄
」
よ
り 

茶
話
会
（
５
０
０
円
） 

ど
な
た
で
も
ご
参
加
い
た
だ
け
ま
す
。 

 
 

九
月
同
朋
会
よ
り 

 

10：20～ 
住職法話 
いのちみな 
生きらるべし 

出入自由 

今年もやります「まるの会」のマルシェ。ペットのこ
とを考えたりお買い物をしたり。詳しくは徳泉寺のホ
ームページでお知らせします。ぜひお越しください 


